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災

砦

犀

祭

采采

采采

砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕

砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕
砕

日
本
友
愛
協
会
・
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所
　
共
催

新
講
座「
論
語
に
学
ぶ
友
愛
」開
講

講
師
に
安
岡
定
子
先
生
を
お
迎
え
し
四
十
五
名
が
参
加
  　
　
　

「
友
愛
サ
ロ
ン
」
に
は
学
ぶ
喜
び
・
知
る
感
動
が
満
ち
あ
ふ
れ
て

　平成２９年（２０１７年）３月１５日 友　　　愛 第５４６号　（２）　

Fraternity

　
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
唱
え
た
          を
、
日
本
友
愛
協
会
の
創
設
者
故
鳩
山

一
郎
先
生
が
訳
し
た
「
友
愛
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
友
愛
協
会
・
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所
の
理

念
の
礎
と
な
っ
て
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
博
愛
と
い
う
理
念
の
み
な
ら
ず
、
中
国
に
お
い
て
も

墨
子
が
「
兼
愛
」
と
い
う
言
葉
で
、
差
別
の
な
い
世
界
を
説
い
て
お
り
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、「
友

愛
は
」
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
の
要
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

　
世
界
が
混
沌
と
し
て
い
る
今
こ
そ
、
友
愛
の
理
念
が
必
要
と
の
思
い
か
ら
「
論
語
に
学
ぶ
友
愛
」

講
座
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
講
座
は
日
本
友
愛
協
会
と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所
の
共
催
で
行
わ
れ

る
事
業
で
、
両
団
体
の
会
員
か
ら
参
加
者
を
募
り
年
五
回
の
予
定
で
開
催
さ
れ
る
。

　
鳩
山
安
子
名
誉
会
長
の
ご
命
日
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
の
誕
生
日
に
あ
た
る
二
月
十
一
日
、
第
一

回
目
の
講
座
が
友
愛
サ
ロ
ン
に
お
い
て
開
講
さ
れ
た
。

来
の
出
来
事
に
皆
ビ
ッ
ク
リ
。

そ
れ
で
も
声
に
出
し
て
読
む
、

素
読
す
る
こ
と
の
新
鮮
さ
、
音

か
ら
味
わ
う
こ
と
の
楽
し
さ
が

印
象
に
強
く
残
っ
た
の
か
、
終

了
後
参
加
者
は
、
異
口
同
音
に

「
素
読
が
良
か
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
た
。

　
休
憩
の
お
茶
を
挟
ん
で
、
活

発
な
質
問
も
飛
び
交
い
、
午
後

四
時
三
〇
分
、
第
一
回
講
座

は
、
無
事
終
了
し
た
。

　
終
了
後
、
今
回
の
講
座
開
設

に
尽
力
さ
れ
た
小
峰
秀
子
評
議

員
よ
り
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

に
、
お
誕
生
日
を
祝
う
赤
い
バ

ラ
の
花
束
が
贈
ら
れ
、
鳩
山
理

事
長
は
、
少
し
は
に
か
み
な
が

ら
笑
顔
で
受
け
取
っ
た
。

次
回
は
四
月
二
十
二
日
開
講

し
い
解
り
や
す
い
講
義
に
、
参

加
者
は
み
な
頷
き
な
が
ら
聴
き

入
っ
て
い
た
。

「
素
読
」
に
感
動

　
一
つ
の
章
句
に
解
説
が
施
さ

れ
た
教
科
書
を
、
孔
子
の
人
柄

な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、

講
義
が
進
ん
で
行
く
中
で
、
安

岡
先
生
が「
素
読（
そ
ど
く
）」を

薦
め
ら
れ
た
。
先
生
の
声
の
後

に
続
き
、
実
際
声
を
出
し
て
章

句
を
読
む
と
い
う
、
小
学
校
以

り
、
講
師
紹
介
が
行
わ
れ
、
講

義
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
安
岡
先
生
か
ら
、
孔
子

と
論
語
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
、
孔
子
の
生
き
た
中
国
の
時

代
背
景
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
辺
り
か
ら
既
に
、
参
加

者
は
ぐ
い
ぐ
い
と
安
岡
先
生
の

講
義
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
教
科
書
に
は
『
実
践
・
論
語

塾
』（
四
面
書
評
欄
に
て
紹
介
）

が
用
い
ら
れ
、
安
岡
先
生
の
優

り
、
私
の
誕
生
日
で
も
あ
り
ま

す
。
母
か
ら
き
っ
ち
り
と
友
愛

の
理
念
を
実
践
し
な
が
ら
生
き

て
い
く
よ
う
、
叱
咤
激
励
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
様
な
日
に
安
岡
先
生
を
お
迎

え
し
て
「
論
語
に
学
ぶ
友
愛
講

座
」
が
開
設
さ
れ
る
の
は
、
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
頑
張
っ
て
勉
強
し
て

参
り
ま
す
。

　
川
手
正
一
郎
常
務
理
事
よ

　
当
日
は
昨
日
ま
で
の
寒
さ
も

和
ら
ぎ
暖
か
い
陽
ざ
し
の
中
、

参
加
者
が
集
合
し
た
。

　
当
初
三
〇
名
の
定
員
予
定
で

あ
っ
た
が
、
希
望
者
が
多
く
、

急
遽
四
十
五
名
に
ま
で
増
や
し

た
た
め
、
会
場
は
す
し
詰
め
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
冒
頭
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が

開
講
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

理
事
長
挨
拶

　
今
日
は
母
安
子
の
命
日
で
あ

教
科
書
を
手
に
講
義
を
す
る
安
岡
定
子

先
生
。
笑
顔
を
絶
や
さ
ぬ
素
敵
な
女

性
。
参
加
者
は
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て

今
こ
そ
友
愛
の
理
念
が
必
要
な
時
で
す

と
、
講
座
開
設
の
意
義
を
話
す
鳩
山
由

紀
夫
理
事
長

ご
縁
の
深
い
安
岡
先
生
に
来
て
い
た
だ

け
て
光
栄
で
す
と
講
師
紹
介
。

川
手
正
一
郎
常
務
理
事

十
九
歳
か
ら
八
十
歳
代
ま
で
、
年
齢
も

ま
ち
ま
ち
だ
が
学
ぶ
意
欲
に
溢
れ
た
参

加
者
は
、
熱
心
に
講
義
を
受
け
る

小
峰
秀
子
評
議
員
（
右
）
よ
り
誕
生
日

の
お
祝
い
の
花
束
が
贈
ら
れ
、
全
員
が

拍
手
で
お
祝
い
し
た

講
師
紹
介

　
安
岡
定
子
 

（
や
す
お
か
・
さ
だ
こ
）

　
一
九
六
〇
年
東
京
都
生
ま

れ
。
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
中

国
文
学
科
卒
業
。
安
岡
正
篤

（
陽
明
学
者
・
思
想
家
）
の
次

男
・
正
泰
（
思
想
家
・
安
岡
正

篤
記
念
館
館
長
）
の
長
女
。
現

在
、「
銀
座
寺
子
屋
こ
ど
も
論
語

塾
」、「
斯
文
会
・
湯
島
聖
堂
こ
ど

も
論
語
塾
」
等
全
国
各
地
で
二

十
三
講
座
に
及
ぶ
講
座
を
開

設
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
や
そ
の

保
護
者
に
『
論
語
』
を
講
義
し

て
い
る
。
ま
た
成
人
の
た
め
の

講
座
も
各
地
で
開
催
、
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
に
出
演
す
る
等
幅
広

い
活
躍
を
続
け
て
い
る
。『
安
岡

定
子
の
優
し
い
論
語
』
Ｃ
Ｄ
集

を
は
じ
め
著
書
多
数
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

の
た
め
に
支
援
者
と
共
に
ハ
ノ

イ
ま
で
や
っ
て
来
た
人
々
が
少

し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
参
集
し

た
。
こ
こ
ま
で
は
、
い
つ
も
の

よ
う
に
抱
き
上
げ
た
り
、
背
負

っ
た
り
と
、
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
補
助
を
受
け
て

や
っ
て
き
た
。

　
車
椅
子
に
座
っ
た
途
端
、
驚

き
の
表
情
が
浮
か
び
、
そ
れ
が

す
ぐ
に
笑
顔
に
変
わ
っ
た
。

　
下
肢
に
障
害
が
あ
る
た
め
、

家
か
ら
出
て
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
青
年

は
、
車
椅
子
の
車
輪
を
手
で
動

か
し
、「
し
っ
か
り
し
て
い
る
し

動
か
し
易
い
し
、
こ
れ
で
私
も

家
族
や
友
人
に
迷
惑
を
か
け
る

存
在
か
ら
、
少
し
は
役
に
立
つ

人
間
に
な
れ
ま
す
。
皆
に
恩
返

し
が
で
き
ま
す
。
本
当
に
嬉
し

い
で
す
、
嬉
し
く
っ
て
何
て
表

現
し
た
ら
良
い
か
言
葉
が
見
つ

か
り
ま
せ
ん
」
と
満
面
の
輝
く

笑
顔
で
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
え
て
い
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ア
小
学
校
は
親
日

教
育
が
盛
ん
で
、
毎
週
金
曜
日

に
は
日
本
語
の
歌
を
楽
し
む
時

間
が
あ
る
程
だ
。
そ
の
た
め
鳩

山
由
紀
夫
理
事
長
か
ら
の
「
世

界
が
仲
良
く
一
つ
に
」
と
の
話

に
、
積
極
的
な
質
問
も
多
く
、

鳩
山
理
事
長
は
優
し
い
笑
顔
で

こ
れ
に
答
え
て
い
た
。

（
同
行
　
羽
中
田
記
）

「
オ
リ
ン
ピ
ア
小
学
校
図
書
館
に
日
本

語
の
本
を
寄
付
し
ま
す
」
と
発
表
。
ニ

ュ
ー
ス
証
券
（
株
）
西
川
敏
明
Ｃ
Ｅ
Ｏ

参
列
者
の
長
寿
と
繁
栄
を
寿
ぐ
た
め
の

民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た
。
田
植
え
の

苗
に
見
立
て
た
植
物
は
、
長
寿
の
印

チ
ャ
オ
と
呼
ば
れ
る
植
物
の
種
子
で
作

っ
た
苗
に
見
立
て
た
縁
起
物
。
こ
の
実

を
齧
る
こ
と
が
長
寿
に
繋
が
る
と
か

「
枯
葉
剤
の
被
害
の
状
況
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
る
ギ
エ
ム
ブ

ー
カ
イ
副
会
長
　
親
日
活
動
も
熱
心
に

オ
リ
ン
ピ
ア
小
学
校
で
は
、
親
日
的
授

業
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
子
供
達

が
作
っ
た
特
徴
入
り
立
体
に
本
地
図

枯
葉
剤
の
影
響
で
障
害
を
持
つ
人
々
が

作
っ
た
ビ
ー
ズ
の
飾
り
物
。
鮮
や
か
な

彩
り
で
珊
瑚
を
描
い
て
い
る

「
こ
う
し
た
活
動
で
ご
支
援
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
」
と
フ
ァ

ム
・
レ
ー
・
ト
ゥ
ア
ン
厚
生
副
大
臣

各
地
方
の
民
族
衣
装
で
、
様
々
な
舞
踊

を
披
露
し
て
く
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ア
小
学

校
の
生
徒
た
ち

障
害
者
の
方
々
が
車
椅
子
の
お
礼
に
と

作
っ
た
バ
ラ
の
ブ
ロ
ー
チ
。
鳩
山
理
事

長
も
こ
れ
を
着
け
て
お
話
を
し
た



機

畿

毅

季

帰帰

祈祈

気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気

汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽
汽

国
際
交
流
事
業
　
派
遣
の
部

エ
ヤ
ッ
プ
へ
学
生
六
名
派
遣

　
　
　
　
教
授
推
薦
の
学
生
六
名
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て

　
　
　
　
十
七
日
、
羽
田
か
ら
意
気
揚
々
と
ウ
ィ
ー
ン
へ
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で
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
六

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸

に
、
十
六
日
は
東
京
の
ホ
テ
ル

に
宿
泊
、
翌
十
七
日
に
、
全
員

で
羽
田
か
ら
出
発
す
る
。

　
六
人
の
派
遣
員
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
写
真
入
り
の

レ
ポ
ー
ト
、
感
想
文
が
届
く
事

に
な
っ
て
い
る
。

　
若
人
の
見
た
ウ
ィ
ー
ン
、
そ

し
て
世
界
、
エ
ヤ
ッ
プ
と
友
愛

の
協
力
関
係
な
ど
、
若
者
の
視

点
で
の
報
告
を
お
楽
し
み
に
！

（『
友
愛
』七
月
号
に
掲
載
予
定
）

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け

る
事
に
始
ま
り
、
老
人
ホ
ー
ム

を
訪
問
し
て
交
流
を
図
る
、
現

地
学
生
と
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
作
り

体
験
な
ど
、
楽
し
そ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
あ
る
。
一
方
で
、
国

連
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
（
包
括
的
核
実

験
禁
止
条
約
機
関
準
備
委
員

会
）
訪
問
、
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア

日
本
大
使
館
を
訪
問
し
小
井
沼

大
使
に
お
会
い
す
る
な
ど
、
派

遣
員
に
と
っ
て
、
若
干
緊
張
す

る
で
あ
ろ
う
、
貴
重
な
体
験
の

計
画
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
壮
行
会
で
の
懇
親
食
事
会

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
迎
え
入

れ
の
準
備
を
し
て
い
る
。

　
エ
ヤ
ッ
プ
か
ら
は
、
写
真
入

り
の
三
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
「
旅

の
し
お
り
」
が
送
ら
れ
て
き
て

お
り
、
時
間
を
有
効
に
使
っ

た
、
充
実
の
行
動
予
定
が
記
さ

れ
て
い
た
。

　
初
日
の
、
エ
ヤ
ッ
プ
の
活
動

　
派
遣
員
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
当
協
会
の
役
員
を
務
め
る

三
人
の
大
学
教
授
に
、
そ
れ
ぞ

れ
男
女
一
名
を
推
薦
し
て
い
た

だ
き
、
計
六
名
の
学
生
の
派
遣

を
理
事
会
で
決
定
し
た
。

　
受
入
側
の
エ
ヤ
ッ
プ
も
、
六

名
の
大
学
生
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と
を
大
い
に
歓
迎
し
、
綿
密
な

か
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
を
前

に
、
各
人
が
自
己
紹
介
を
す
る

頃
に
は
、元
気
が
溢
れ
て
い
た
。

　
今
回
の
派
遣
は
、
平
成
二
十

八
年
度
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る

国
際
交
流
事
業
の
一
つ
で
、
昨

年
来
日
し
た
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
員

受
入
事
業
と
対
を
な
す
派
遣
事

業
で
あ
る
。

　
二
月
十
六
日
（
木
）
午
後
二

時
、
派
遣
員
の
六
名
は
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
友
愛
サ
ロ
ン

に
集
合
し
た
。

　
川
手
常
務
理
事
よ
り
、
友
愛

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
少

し
づ
つ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
行
っ

た
の
か
、
ウ
ィ
ー
ン
に
向
け
て

の
期
待
が
膨
ら
ん
で
来
た
の

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

坂
本
 卓
哉
　
さ
か
も
と
 た
く
や

東
北
大
学
 法
学
部
 法
学
科
 ３
年

田
島
 莉
子
　
た
し
ま
 り
こ

早
稲
田
大
学
 政
治
経
済
学
部
 政
治
学

科
 ３
年

佐
藤
 正
幸
　
さ
と
う
 ま
さ
ゆ
き

慶
應
義
塾
大
学
 医
学
部
 １
年

研
究
の
都
合
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
学
生
の
活
動
に
参
加
し
て

来
ま
す
と
。
戸
澤
英
典
評
議
員

川
手
常
務
理
事
よ
り
『
友
愛
概
論
』
を

基
に
講
義
を
受
け
る
。
全
員
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
た

エ
ヤ
ッ
プ
と
の
関
係
な
ど
を
交
え
、
若

人
に
国
際
感
覚
を
持
っ
て
欲
し
い
と
事

業
の
概
要
を
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

出
発
前
に
理
事
長
を
囲
ん
で
記
念
撮

影
。
全
員
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
る
。
ウ

ィ
ー
ン
で
の
十
日
間
が
楽
し
み
！

初
め
て
会
っ
た
六
人
の
学
生
は
、
食
事

の
頃
に
は
意
気
投
合
。
柔
軟
な
若
さ
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る

派
遣
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介

坂
本
　
卓
哉
（
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
）

東
北
大
学
／
法
学
部
  法
学
科

三
年
　
大
学
で
は
国
際
関
係
論
の
演

習
に
参
加
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
統
合
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
関
係
に
つ
い

て
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　
旅
行
や
短
期
留
学
で
海
外
経

験
が
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

訪
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
サ

ー
ク
ル
は
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ス
研
究

会
に
所
属
し
て
お
り
、
音
楽
の

演
奏
・
鑑
賞
を
通
じ
て
、
様
々

な
人
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

戸
澤
　
春
奈

東
北
大
学
／
法
学
部
  法
学
科

三
年
　
幼
い
頃
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と

ス
ペ
イ
ン
で
の
滞
在
経
験
が
あ

り
、
物
心
つ
い
た
時
か
ら
異
文

化
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
国
際
交
流
に
は

興
味
が
あ
り
、
大
学
生
活
で
は

積
極
的
に
国
際
法
等
の
国
際
関

係
の
科
目
を
受
講
し
て
い
ま

す
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
へ
の
一
年
留
学

も
行
い
ま
し
た
。

（
以
上
二
名
は
東
北
大
学
／

戸
澤
英
典
教
授
推
薦
）

荒
石
　
浩
司

早
稲
田
大
学
／
政
治
経
済
学

部
  政
治
学
科
三
年

　
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部

政
治
学
科
三
年
の
荒
石
浩
司
と

申
し
ま
す
。

　
新
聞
を
中
心
と
し
た
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
歴
史
と
理
論
を
学
ぶ

谷
藤
悦
史
教
授
の
ゼ
ミ
に
所
属

し
て
お
り
、
教
授
に
推
薦
し
て

頂
き
今
回
申
し
込
み
ま
し
た
。

高
校
ま
で
野
球
部
で
投
手
を
し

て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
稲
門

政
経
会
学
生
支
部
代
表
と
し

て
、
社
会
人
の
方
と
協
力
し
て

イ
ベ
ン
ト
運
営
し
て
い
ま
す
。

田
島
　
莉
子

早
稲
田
大
学
／
政
治
経
済
学

部
  政
治
学
科
三
年

　
海
外
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
貴
重
な
機
会
と
い
う
こ
と

で
、
海
外
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
つ
つ
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

（
以
上
二
名
は
早
稲
田
大
学
／

谷
藤
悦
史
教
授
推
薦
）

佐
藤
　
正
幸

慶
應
義
塾
大
学
  医
学
部
一
年

　
私
は
国
籍
や
話
す
言
語
な
ど

関
係
な
し
に
、
人
々
と
交
流
を

図
り
、
互
い
を
深
く
知
る
こ
と

で
生
ま
れ
る
繋
が
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
し
か
得
ら
れ
な
い
経

験
や
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
友
人
と
掛
け
替
え
の
な
い
関

係
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。

林
　
有
里
紗

岐
阜
大
学
  医
学
部
  医
学
科
一

年　
以
前
か
ら
国
際
交
流
に
興
味

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
生
に

な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
交
流
に

期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文

化
の
相
互
理
解
を
深
め
た
い
で

す
。

（
以
上
二
名
は
慶
應
義
塾
大
学

／
井
上
浩
義
教
授
推
薦
）

　
日
本
友
愛
協
会
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年
連
盟
（
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
・
エ
ヤ
ッ
プ
）
へ
、
六
名
の
大
学
生
が
派
遣

さ
れ
た
。
今
回
の
派
遣
は
、
研
修
を
主
に
学
生
間
の
交
流
を
目
指
す
も
の
で
、
早
稲
田
大
学
谷
藤
悦
史
教
授
、
東
北
大
学
戸
澤
英
典
教
授
、

慶
應
義
塾
大
学
井
上
浩
義
教
授
よ
り
推
薦
を
受
け
た
男
女
そ
れ
ぞ
れ
三
名
づ
つ
計
六
名
で
派
遣
団
を
結
成
し
た
。

　
六
名
の
大
学
生
は
、
二
月
十
七
日
か
ら
二
月
二
十
六
日
ま
で
、
国
連
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
（
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
機
関
準
備
委
員
会
）

を
訪
問
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
研
修
予
定
の
も
と
の
十
日
間
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
し
、
見
聞
を
広
め
る
こ
と
と
な
る
。

戸
澤
 春
奈
　
と
ざ
わ
 は
る
な

東
北
大
学
 法
学
部
 法
学
科
 ３
年

荒
石
 浩
司
　
あ
ら
い
し
 こ
う
じ

早
稲
田
大
学
 政
治
経
済
学
部
 政
治
学

科
 ３
年

林
　
有
里
紗
　
は
や
し
 あ
り
さ

岐
阜
大
学
 医
学
部
 医
学
科
 １
年

こ
の
様
な
事
業
活
動
が
実
施
さ
れ
る
の

は
、
学
生
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
と
挨
拶
。
井
上
浩
義
理
事
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◆
桜
の
季
節
と
と
も
に
私
の
好

き
な
句
を
一
筆
啓
上
。

「
あ
れ
を
見
よ
、
深
山
の
桜
咲

き
に
け
り
　
真
心
尽
く
せ
　
人

知
ら
ず
と
も
」（
箱
根
峠
石
碑
）

「
人
知
る
も
よ
し
　
人
知
ら
ぬ

も
よ
し
　
我
咲
く
な
り
」

（
実
篤
）

「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
　
思
い
出

す
　
桜
か
な
」　
　
　
（
芭
蕉
）

「
明
日
あ
り
と
　
思
う
心
の
あ

だ
桜
　
夜
半
に
嵐
の
吹
か
ぬ
も

の
か
は
」　
　
　
　
　
（
親
鸞
）

「
花
を
見
る
な
ら
五
分
咲
き

　
酒
を
飲
む
な
ら
ほ
ろ
酔
い
か

げ
ん
」　
　
　
　
　
（
菜
根
譚
）

お
花
見
の
席
で
は
下
の
句
を
ご

参
考
に

「
春
眠
不
覚
暁
」　
（
孟
浩
然
）

偶
に
は
の
ん
び
り
し
よ
う（
Ｋ
）

◆
Ｗ
Ｂ
Ｃ
一
次
ラ
ウ
ン
ド
が
始

ま
り
、
今
年
の
野
球
シ
ー
ズ
ン

は
華
や
か
な
始
ま
り
だ
。
テ
レ

ビ
で
も
野
球
関
連
の
番
組
が
多

い
。
そ
の
一
こ
ま
で
、
村
田
兆

治
さ
ん
が
投
げ
、
古
田
敦
さ
ん

が
受
け
る
と
い
う
場
面
を
偶
然

見
た
。
古
田
さ
ん
が
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
マ
ス
ク
を
着
け
座
る
姿

に
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
っ

た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
選
手

だ
っ
た
と
思
い
出
す
。
伊
東
勤

さ
ん
、
城
島
健
司
さ
ん
名
捕
手

三
人
、
野
茂
英
雄
さ
ん
、
西
口

文
也
さ
ん
、
下
柳
剛
さ
ん
私
の

好
き
な
投
手
三
人
、
古
田
さ
ん

の
姿
か
ら
次
々
懐
か
し
い
選
手

を
思
い
出
す
。
今
季
も
昨
年
の

熱
い
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う

な
、
面
白
い
試
合
が
楽
し
み

だ
。
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
、
ビ

ー
ル
片
手
に
ス
タ
ン
ド
か
ら
大

声
を
上
げ
る
快
感
を
味
わ
い

に
、
球
場
に
行
こ
う
か
し
ら
。

（
も
）

あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
や

は
り
読
ん
で
み
な
け
れ
ば
も
っ

た
い
な
い
で
す
ね
。
実
際
に
触

れ
て
そ
の
魅
力
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
の

言
葉
に
、
全
て
が
言
い
尽
く
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
本
書
は
「
論
語
に
学
ぶ
友
愛

講
座
」
の
教
科
書
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
講
座
に
参
加
出

来
な
か
っ
た
方
も
、
是
非
手
に

と
っ
て
、
論
語
に
親
し
ん
で
い

た
だ
き
き
た
い
お
薦
め
の
一
冊

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

＊
購
入
ご
希
望
の
方
は
、
事
務

局
ま
で
。
安
岡
先
生
の
サ
イ
ン

入
り
本
を
お
送
り
し
ま
す

経
営
者
ま
で
と
、
受
講
す
る
年

齢
層
の
幅
の
広
さ
に
も
驚
か
さ

れ
ま
す
。

　
「
己
を
高
め
る
、
人
を
育
て

る
」
と
し
た
『
実
践
・
論
語
塾
』

は
、
あ
る
意
味
、
論
語
を
知
り

尽
く
し
た
安
岡
先
生
が
選
ん

だ
、
論
語
の
中
枢
と
も
い
え
る

一
冊
で
す
。「
熟
読
玩
味
、
じ
っ

く
り
考
え
る
」
は
も
と
よ
り
、

安
岡
論
語
塾
で
実
践
し
て
い
る

「
素
読
」（
声
に
出
し
て
読
ん
で

み
る
）
も
お
薦
め
で
す
。
開
講

中
の「
論
語
に
学
ぶ
友
愛
講
座
」

で
も
、
素
読
は
大
好
評
で
し

た
。
安
岡
先
生
が
本
書
の
は
じ

め
に
書
か
れ
て
い
る
「
人
生
万

象
の
答
え
が
『
論
語
』
の
中
に

ん
の
そ
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
以
前
開
催
さ
れ
た
「
友
愛

婦
人
会
論
語
講
座
」
で
も
、
読

破
に
数
年
を
要
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

　
本
書
は
そ
の
膨
大
な
章
句
の

中
か
ら
、
三
十
七
の
章
句
を
取

り
上
げ
、
解
り
易
く
解
説
し
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
水
戸
商
工

会
議
所
の
創
立
百
二
十
周
年
記

念
の
出
版
物
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
も
の
で
し
た
が
、
水
戸
商
工

会
議
所
和
田
祐
之
介
会
頭
の

「
多
く
の
方
に
論
語
を
」
と
い

う
思
い
が
実
り
、
ポ
プ
ラ
社
か

ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
著
者
の
安
岡
定
子
先
生
は
、

安
岡
正
篤
氏
を
祖
父
に
も
ち
、

論
語
一
筋
、
現
在
で
は
ひ
と
月

に
三
十
近
い
講
座
を
こ
な
し
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
も
登
場
、

著
書
も
多
数
と
い
う
大
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
正
面
か

ら
論
語
を
解
説
、
あ
る
い
は
孔

子
の
人
と
な
り
な
ど
の
楽
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
の
講
座

は
大
人
気
で
、
幼
稚
園
児
か
ら

　
「
論
語
」
と
言
え
ば
、「
四
十

に
し
て
惑
わ
ず
」「
女
子
と
小
人

養
い
難
し
」
な
ど
、
お
馴
染
み

の
「
子
曰
く
…
」
で
始
ま
る
章

句
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
実
は
論
語
は
二
十
の

章
、
五
百
十
余
の
章
句
か
ら
成

り
立
つ
膨
大
な
読
み
物
で
、
私

た
ち
が
思
い
つ
く
章
句
は
、
ほ

　
日
本
友
愛
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が
刷
新
さ
れ

ま
し
た
。

　
鳩
山
一
郎
先
生
の
書「
友
愛
」

が
ト
ッ
プ
の
タ
イ
ト
ル
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に

は
、
鳩
山
会
館
の
バ
ラ
や
庭
の

景
色
を
取
り
入
れ
、
美
し
く
出

来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
お
出
か
け
時
、
宿
泊
の
相
談

を
し
て
い
る
と
き
な
ど
す
ぐ
に

見
ら
れ
る
様
、
友
愛
山
荘
関
連

は
、
全
て
の
情
報
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
新
し
く
な
っ
た
日
本
友
愛
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
是
非
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
上
で
お
気
づ
き
の
点
は
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
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―
ひ
と
り
酒

ノ
ー
ベ
ル
賞
利
き
酒
を
す
る
ボ

ブ
デ
ィ
ラ
ン

　
―
富
士
山
初
冠
雪

今
年
ま
た
帽
子
を
か
ぶ
る
君
に

逢
う

　
―
ト
ラ
ン
プ
氏

ア
メ
リ
カ
が
爆
弾
男
に
託
す
夢

　
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

改
め
て
人
種
の
ル
ツ
ボ
知
る
お

国　
―
京
都
の
秋

実
相
院
床
の
も
み
じ
で
秋
を
知

る　
―
博
多
編

大
都
市
に
住
む
空
洞
と
い
う
魔

物　
―
牛
久
出
身

大
仏
に
祝
福
さ
れ
る
稀
勢
の
里

　
―
天
下
り
問
題

官
僚
の
闇
を
キ
ツ
ツ
キ
穴
を
開

け   時
事
川
柳
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